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湖沼が水質障害に至る過程では，有害物質の濃度や気象条件など，さまざまな要因が影響しており，湖内

の物質循環過程を把握するには，湖流に関する研究が不可欠である．それらの研究は，湖流形成要因（風，

河川流量，地形，内部波，水温など）ごとに検討されている．野尻湖はもともと水草の種類が豊かな湖沼で

あったが，経済成長にともない水草が消滅し，淡水赤潮が発生した．それ以降，指定湖沼に指定され，現在

まで水質の改善活動や水草の復元活動が行われている．よって，野尻湖において物質循環や水質・気象の変

動を把握することは，水質の改善や生態系の問題を検討するうえで必要不可欠である．  

そこで本研究では，まず月例水温観測，定点連続観測，広域多項目水質観測により得られた水温データか

ら，長期変動や成層構造を把握した．次に，気象庁アメダスと定点連続観測により得られた風向・風速デ

ータから，信濃町と野尻湖の風の場に関する時間変化と地形的要因を把握した．そして，水温の観測結果に

より内部波の発生を予測した期間を対象に数値計算を行い，水温変動に着目した地点間の比較や内部波の

周期から，成層期の流動特性を把握した．結論は以下の通りである． 

【水温変動特性】 

・夏期成層期の長期化と冬期成層期の水温上昇が顕著であることを確認した．このことより，野尻湖は今

後，夏季のみに成層が形成される一季成層型に特性が変化する可能性があるといえる． 

【風の時空間特性】 

・信濃町の風の場について，日中に北風，夜間は南風が卓越し，関山・高田でも同様の傾向がみられた．こ

のことより，信濃町は日本海側との間に吹く海陸風の影響を受けると考えられる． 

・野尻湖の風の場について，信濃町で北風が吹くとき，野尻湖では西風が吹いた．これは野尻湖北東部にあ

る標高差約 100m の丘陵地を迂回するように吹いたからだと考えられる．このことより，野尻湖では，周

辺地形の影響により非一様な風の場を形成する可能性があるといえる．  

【流動特性】 

・2022 年 11 月 30 日～12 月 4 日において，約 8～9 時間周期の内部波が確認でき，観測結果の周期と概ね

一致した．この内部波は 22 時間におよぶ南風が発生要因として挙げられる． 

・2023 年 9 月 9 日～9 月 14 日において，約 3～4 時間周期の内部波が確認でき，観測結果の周期と概ね一

致した．この内部波は 6 時間におよぶ東方向からの風が発生要因として挙げられる． 
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